
分野 事業名
予算額 29年度予算における

新規・拡充事項 備考
29年度 28年度 27年度

【うち木材・木質ﾊﾞｲｵﾏｽ実績】

１．省エネ性能に
優れた住宅・
建築物への木
材利用

①省エネルギー投資促進に向
けた支援補助金
上記事業のうち、木材関連事業
は以下の3事業
a.ネット・ゼロ・エネルギー・
ハウス（ZEH）支援事業

b.ネット・ゼロ・エネルギー・
ビル（ZEB）実証事業

c.住宅省エネリノベーション促
進事業

29当初：
160億円
（a～ｃ）

28補正：
100億円（a）

28当初：
110億円（a、b）

27補正：
100億円（c）

27当初：
7.6億円【0億円】(b、c)

26補正：
150億円【37億円】(a～c)

(1) ①及び②の事業において、
ＺＥＢ（ゼロ・エネルギー・
ビル）の実証事業の採択対象
に、「ＣＬＴ（直交集成
板）」を用いた建物を新たに
追加。

(2) ①の事業において、ＺＥＨ
（ゼロ・エネルギー・ハウ
ス）の案件採択の加点項目に、
木材を使用していることを新
たに追加。

(3) ①の事業で行う住宅省エネ
リノベーション事業において、
新たに、木製サッシメーカー
への制度の周知を実施。

②業務用施設等における省
CO2促進事業

29当初：
50億円

28当初：
55億円

－

③賃貸住宅における省CO2促
進モデル事業

29当初：
35億円

28当初：
20億円

－ ○ 案件採択の加点項目に、木
材を使用していることを新た
に追加。

④木材利用による業務用施設の
断熱性能効果検証事業
【新規追加】

29当初：
20億円

－ － ○ CLT等の木質部材を用いた
建築物の省エネ・省CO2効果
の定量的評価を行うために必
要な建築物の設計費、工事費、
設備費、省CO2効果等の定量
的評価に係る計測費等の一部
を補助する事業を新設。

２．木材のマテリ
アル利用に向
けた研究開発

⑤高機能なリグノセルロースナ
ノファイバーの一貫製造プロ
セスと部材化技術の開発事業

29当初：
6.5億円

28当初：
4.2億円

27当初：
4.5億円【4.5億円】

○ ⑤の事業において、CNF製
造の高効率化を促進するため、
原材料である木質バイオマス
について、樹種、地域分布、
部位を踏まえ、ＣＮＦ原材料
としての高度利用技術の開発
を新たに追加。

⑥セルロースナノファイバー
（CNF)等の次世代素材活用
推進事業

29当初：
39億円

28当初：
33億円

27当初：
3億円【2.8億円】
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分野 事業名
予算額 29年度予算における

新規・拡充事項 備考
29年度 28年度 27年度

【うち木材・木質ﾊﾞｲｵﾏｽ実績】

３．木質バイオマ
スのエネル
ギー利用

⑦再生可能エネルギー電気・熱
自立的普及促進事業

29当初：
80億円

28当初：
60億円

－ ○ ⑦の事業において、バイオマ
ス熱供給設備等を活用し、地域
への面的な熱供給を行う導管等
の設備導入を新たに支援。

○ ⑧事業については、29年度か
ら、熱利用設備への支援は⑪の
事業に、自家消費向けの発電設
備については⑦の事業に統合。⑧再生可能エネルギーの導入促

進のための設備導入支援事業
費補助金

－ 28当初：
48.5億円

26補正：
95億円【5.4億円】

⑨地域で自立したバイオマスエ
ネルギーの活用モデルを確立
するための実証事業

29当初：
19.7億円

28当初：
10.5億円

27当初：
５億円【1.3億円】

○ ⑨の事業において、平成27年
度から実施中の事業可能性調査
をクリアしたものについて、木
質バイオマスエネルギー利用の
実証事業を昨年度後半から開始。➉木質バイオマス資源の持続的

活用による再生可能エネル
ギー導入計画策定事業

29当初：
5億円

28当初：
4億円

－

⑪地域の特性を活かしたエネル
ギーの地産地消促進事業費補
助金

29当初：
63億円

28当初：
45億円

26補正：
78億円【1.7億円】

○ 本事業については、29年度か
ら、⑧の事業の一部と統合。

⑫地域低炭素投資促進ファンド
事業

29当初：
48億円

28当初：
60億円

27当初：
46億円【15億円】

○ 木材・木質バイオマス実績は
27年度末までの実績

⑬木質バイオマスエネルギーを
活用したモデル地域づくり推
進事業

－ 28当初：
７億円

27当初：
18億円【17.5億円】

４．木材利用を通
じたCO2 排出
削減に関する
普及・啓発

⑭地球温暖化対策の推進・国民
運動「COOL CHOICE」強化
事業

29当初：
16.5億円

28当初：
17億円

－ ○ 改正温暖化対策法に基づき環
境省が旗振り役となって政府全
体で推進する国民運動（COOL 
CHOICE）の中で、新たに、省エ
ネ性能に優れた木材利用や木質
バイオマスのエネルギー利用な
どを通じたCO2排出削減に関す
る普及・啓発を推進。

○ 28年度当初予算には、木材・
木質バイオマス関係の取組は含
まない

合計

29当初：
542.7億円
28補正：
100億円

28当初：
457.2億円
27補正：
100億円

27当初：
84.1億円【41.1億円】
26補正：
323億円【44.1億円】

642.7億円 557.2億円 407.1億円【85.2億円】
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